総社市民憲章を唱和・実践する会会則
　　（名　称）

　第１条　この会は，総社市民憲章を唱和・実践する会という。

　　（目　的）

第２条　この会は，総社市民憲章の唱和・実践活動を推進し，その普及により市民憲章の趣旨に沿った市民の自主的実践活動が高まることで，魅力にみちた生きがいのある総社市が実現することを目的とする。 

（事　業）

第３条　この会は，前条の目的を達成するため，次に掲げる事業を行う。　　　

(1)総社市民憲章の啓発及び唱和・実践活動の推進。

(2)各会員の活動促進及び連絡調整。

(3)その他目的達成に必要な事項に関すること。

　  （会　員）

第4条 　この会の会員は，第２条の目的に沿って自主的な活動を行う団体等の代表者又は

会長が目的達成のため必要であると認める者とする。

　（入　会）

第5条 　会員になろうとする者は，別に定める入会申込書により，入会することができる。

　（役　員）

第６条　この会に次の役員を置く。

(1)会　長　１名

(2)副会長　２名

(3)理　事　６名以内（会長及び副会長を含む。）

　(4)監　事　２名 

２　理事及び監事は，会員の中から総会において選任する。

　３　会長及び副会長は，理事の中から互選し，総会において承認する。

　４　役員の任期は，２年とする。ただし，再任を妨げない。

　５　役員に欠員が生じた場合の補欠役員は，前任者の残任期間とする。

　６　役員は辞任し，又は任期が満了した場合においても，後任者が就任するまでは，その職務を行わなければならない。

（職　務）

第７条　会長は，この会を代表し，会務を総理し，会議の議長となる。

２　副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるときは，その職務を代理する。

　３　理事は，この会の運営について協議する。

　４　監事は，この会の会計を監査する。

　　（顧　問）

　第８条　この会に顧問を置くことができる。

　２　顧問は，会長が選任する。

　３　顧問は，重要事項について会長の相談に応ずる。

　　（会　議）

第９条　会議は，会長が招集する。

　２　この会の会議は，総会及び理事会とし，総会は，通常総会及び臨時総会とする。

３　総会は，次のことを審議決定する。

(1)会則の改廃に関すること

(2)事業計画及び収支予算の決定に関すること

(3)事業報告及び収支決算の承認に関すること

　(4)その他この会の目的達成に必要な事項　
４　理事会は重要事項の協議に当たる。

５　総会及び理事会の議事は，出席した会員又は理事の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。

　（開　催）

第10条　通常総会は，毎年１回開催する。

２　臨時総会は，理事会が必要と認めたときに開催する。

３　理事会は，会長が必要と認めたときに開催する。

　（経　費）

第11条　この会の経費は，補助金，寄附金その他の収入をもって充てる。

　（会計年度）

第12条　この会の会計年度は，毎年4月1日から翌年3月３１日までとする。

　（事務局）

第13条　この会の事務を処理するため，総社市市民憲章担当課に事務局を置く。

２　事務局は，会長の指示により，本会の財務，会計その他の会務を行う。

　（委　任）

第14条　この会則に定めるもののほか，この会の運営に関し必要な事項は，会長が定める。

　　附　則

１　この会則は，平成１９年１月２９日から施行する。

　２　この会の設立当初の役員の任期は，第６条第４項の規定に関わらず，設立の日から平成２０年３月３１日までとする。

　３　この会の設立当初の会計年度は，第１２条の規定に関わらず，設立の日から平成１９年３月３１日までとする。

　
